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201Tlを完全に圧倒するものと思われる。唯一問

題点の再分布も弱い乍ら存在し、firstpassstudM

perfusionstudy,wallmotionの３検査が－回の静
注で可能という点で臨床家にとって非常に魅力的

である。Stress-Reststudyも２回注射法によっ

て克服でき、１日投与量は４５ｍＣｉまで許容され

る。勿論Ｄｕｐｏｎｔの独走を追撃して、Squibb

Amershamも鋭意研究中であるが、Squibbが今

回発表したSQ30217(BATOs)(商品名Cardiotec）

は明らかにMIBIには劣り、TBI～CPIの中間レ

ベルと判断した。

３）SPECTレセプターイメージング

Ｄｒ・Wagnerは相変らずポジトロンＣＴの有用

,性を強調していたが、シングルフォトンＣＴによ

るレセプターイメージングの方が臨床普及，性のあ

ることは明白であり、また臨床核医学者の期待に

応えるべく、今年は＿斉にSPECT用'23Ｌ化合

物を目指す研究が展開された。主なものは下記の

通り

75Sepergolide（ドーパミンレセプター）

ｌ２５ＬＳＫＦ１Ｏ３１０８ａおよび７６Br-SKF103108a

（ドーパミンＤ，レセプター）

l25180HDpAT（セロトニンＳ１Ａレセプター）

l251HEAT（アドレナリンαルセプター）

2,,sＰ（ドーパミンレセプター）

l251Benzodiazepine（ベンゾデイアゼピンレセ

プター）

l251Haloperidolanalogue（ドーパミンレセプタ

ー）

l25LIndocyanopindolol（アドレナリンβレセプ

ター）

餓後にl231-QNBのMuscariniccholinergicrecep

tor(1984)に続いて、Adrenalinereceptorimaging

としてl23LMIBGが使われたことである。心筋

梗塞，狭心症の診断において201Ｔｌより優れてい

る可能性がある。

４）腫瘍

新しいモノクローナル抗体イメージングの登場

は数多くはなかった。商品としてはＺＣＥＯ２５

（Hybritech）、研究者レベルで抗CA125，抗

gangliosideGD2，抗ＣＥＡ（NP2NP-3）ぐらい

今回は放射性医薬品の進歩という観点からは過

去数年の中で最も画期的な総会であった。即ち、

脳，心筋，腫瘍等のイメージング薬剤に対する

AmershamDuPontの執念ともいえる努力、Ｈｙ￣

britechCentocor,Squibb各社の健斗も伺われた。

１）脳

９９mTcHMpAO（hexamethylproPyleneamine

oximeAmersham）については既に日本でも第２

相治験が始まっているが、ヨーロッパ，アメリカ

からの臨床発表が相次いだ。当然の事ではあるが

Ｘ線ＣＴやMRIでも全く正常で、本剤による脳

血流イメージで異常の症例が脳虚血，てんかん，

痴呆症例で見られている。９９mTcHMPAOは脳血

流イメージ、123ＬＩＭｐは脳血流イメージ＋レセ

プターと言う風に両者の臨床的意義の確立と実際

に両者の違いを強調できる病態，症例が見付かっ

てくることを期待したい。

一方99ImTcHMPAOの競合品としてかねてジョ

ンズ．ホプキンス大学の99mTcBATSが改良さ

れて99mTcDADTとなり、９９mTcHMPAOに優

るとも劣らぬ画像が発表された。

２）心筋

ＤｕＰｏｎｔはTBI類似体28種類の合成品から

Ｒｐ３Ｏを選び、それに９９mTc-MIBI（hexakis
methoxyisObutylisonitrile)の商品名をつけ、６月２２

日，２４日の両日Ｒ＆Ｄ発表会を行なった。２２日

の参加者は世界中の人を含めて約100名であった。

既に中国核医学会雑誌にTBIの治験報告は２篇

が発表され、台湾でもTBIが試用されているこ

とは聞いていたが、既にCPI更に極く最近MIBＩ

がヨーロッパ，アメリカはもとよりアルゼンチン

でも使われ、それらの治験臨床データが発表され

たのは大変驚かされた。ＤｕＰｏｎｔ極東担当者に

よれば明年，～２月には日本に上陸したいとの事。

９９mTc-TBIでは人間の心筋はきれいに描出され

るが、肝臓への特に著明な取込みのため心筋下壁

の梗塞の場合読影し難い欠点があった。９９mTc
MIBIでは完全に欠点は克服され、単に99mTcの

γ線エネルギーがイメージングに好都合で短半減

期による大量投与が可能という以上に2olTlchlo‐

ｒｉｄｅより生体内分布が優れていると言う点で、
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▲図１

１mageoftheyearとしてＤｒ,Wagnerが紹介したも
の。ウィーンのＤｒ,Podrekaらが各種神経疾患120
例における99ｍＴｃＨＭＰＡＯの経験から、このスライ
ドを作成した。最上段よりtransientischemicattack，
partialcomplexse1zures,Alzheimer,sdisease,Hunting‐
to､,sdiseaseの例を示している。

▲図３

Ｄ２レセプターの密度は精神分裂症で著
しく増加していることが、本年初めて
Ｄr・Wagnerによって明らかにされた｡
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△図2

9,mTcMIBI10mCi静注５分後（と)、４時Ⅲ｣後
（右)。肺，肝の放射能は全く心筋を妨害してい
ないことは明白、

△図4

11C-KetanserinによるilIIi像(Ｄｒ・Syrota)。
左では心筋が良く描画されたが、ｓｍｏｋｅｒ
では右の如く、I1CKetanserinが肺に
増加したＳ２レセプターに強くワ'きつけ
られ、もはや心筋は描画されない｡
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のものであろう。昨年のＳＮＭでは96.5はメラノ

ーム検出率で67GＡとほぼ同等かやや下で、応用

としてはheterogeneityのため両者併用が良いと

のコンセンサスであったが、今年は予想していた

事ではあるがZME-O18が遂に67Ｇａを若干上廻

る成績が発表された。依然としてZME-O18と67Ｇａ

の併用に頼らなければならない現状であるが、

モノクローナル抗体が67Ｇａを上廻ろ例が出たこ

とは心強い。更に1311モノクローナル抗体でT

celllymphomaの治療とBcelllymphomaの治療
に成功した報告が象徴的であった。何れも放射線

感受`性の非常に強い腫瘍であるが、核医学の将来

の夢をふくらませるものである。212Bi_モノク
ローナルの発表もあった。一方新しいモノクロー

ナル抗体技術として遺伝子工学でマウス抗体のｃ

部分をカットして人間のｃ領域を結合させ、

ＨＡＭＡの問題を解決しようとする試みが報告き

れた。更に腫瘍に対する抗体を産生するHybridoma

と、ＩｎＤＴｐＡハプテンに対するHybridomaを作

成し、これら２種のHybridomacellをさらに融

合させるとTetradomaを作成することが出来、

この細胞からはbifunctional抗体が継続生産され、

この抗体は一方の手で腫瘍に親和性を有するので

生体投与長時間後理想的な体内分布が完成した後

で、’'1InDTPAを投与し他方のハプテン抗体の

手に結合させるという画期的なアイデアが目立っ

た。その他ヨーロッパに始まり最近では米国でも

骨腫瘍治療に89srが見直され、更にl53SmEDTMP

も使われ、極く最近ではl86Re(S､)ＨEDPが骨腫

瘍の診断・治療に提唱されている。

５）その他

SPECT装置については今回コリメータと画像

処理の競争が開始されたことにより、今後可成り

の改良が見込まれ、現在ＦＷＨＭ１５～16mmのもの

が９mmになった像はポジトロンＣＴに近い画像が

得られている。

ＳＮＭは昨年のヒューストンに比べ今年はワシ

ントンＤＣと場所も良かったせいか今年の参加者

数は約3500名と盛会であったが、全ての参加者は

この，年の核医学イメージング薬剤の進歩に核医

学の将来を確信して満足して帰宅したに違いない。
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